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 ●中学部 ・集団授業                                        新西町校 

 志望校合格のための徹底指導 

高校入試で志望校に合格するためには，中学３年生になってから毎月のように実施される校内模試や実力テスト

（５教科２５０点満点）で受験可能とされる基準点をクリアしておかなければなりません。 

入試となれば、直前に詰め込めば点数が取れる中学校の定期テストとはちがう「鍛え」が必要です。定期テストの勉

強の仕方が抜けきらないまま受験勉強に取り組んでも，点数や順位が伸び悩む傾向が往々にして見受けられます。 

進学塾 Bee ゼミナールでは，中学１・２年生の段階から，教科書内容や学校進度にとらわれない先取り学習で「志

望校合格のための学力」さらに「高校入学後も活きる学力」を身につけるための指導を行います。 

●総合進学コース（中 1～3 年生）                                       新西町校 

 塾生どうしがたがいに切磋琢磨し合える少人数一斉指導 

 進学塾 Bee ゼミナールは、やる気と粘り強さをもった子どもが学力を伸長させるのに最適な指導こそ「集団授業」

にあると考えます。子どもたちが互いに刺激しあいながら実力を高め合い、また一人ひとりの学習課題に対応してい

くためにクラスは少人数制といたします。塾での学習は、基本的には学校の授業の予習になりますが、特に演習量の

確保が必要な単元では、学校の授業時数より多くの時間を取って練習することがあります。各単元では、基本的な知

識・技能の獲得を重視し、教科書レベルの内容の理解の定着を図るようパターン演習に時間をかけることによって、

定期テストで 400 点以上をクリアするための勉強のやり方を身につけます。 

また教科書レベルの内容でとりこぼしをしない学習能力（集中力や注意力、問題全体を俯瞰する力など）を高め、入試

問題レベルの発展的内容に取り組む中で、鳥取西高や鳥取東高など県内上位の高校へ進学するための知識の習得及

び思考力の養成を図ります。 

 

【指導教科】英語・数学・国語 

【授業の特徴】 英語・数学は 140 分/日、国語は 70 分/日の授業です 

 ・学習したことは、小テストや単元テストで理解度チェックをします。間違えた問題は自力で解き直し苦手や弱点を克

服していきます。授業内での理解と定着を目指しますが、不十分な時は補習等を行うことがあります。 

中学 3 年生では、入塾時または進学時のテストで選抜された方のみの「数学特進クラス」を編成し、鳥取西高・鳥取

東高トップクラスから国立大現役合格を見据えた学習に取り組み、中学 3 年生のカリキュラムを 11 月までに完成さ

せます。 

また、中学生のうちに押さえるべき知識とその背景にふれ、徹底した基礎力を身につけます。演習では大学入試を見据え、

考えることに重点をおき独力で解答に辿り着ける力を身につけます。解答は根拠を持って自力で書き、その正誤を吟味し、

曖昧な理解を許さない授業を行います。 

 

【受講生の声】 

・周りの人の問題を解くスピードが速くて最初は焦ったが、負けたくないと思い、自然と学習量が増えた。 

・3 年生の内容が早く終わるので、入試問題への取り組む時間が多くなるので、自信をもって入試に挑める。 

・難しい問題もたくさんあり大変だが、自分で解けたときの達成感がすごい。 

・問題を解く時間配分を気にするようになった。 

・苦手な科目にも進んで学習できるようになった 

  

中 1～中 3 



   

 
22 

 

 タブレットを使用した個々のペースに応じた集団型個別授業 

【指導教科】理科・社会 

個々それぞれが、自分のペースで学習を行います。タブレットを使用し、重要ポイントや解答解説を見て聞いて理解を

深めていきます。問題を読み解く視点、解法の流れなど各単元の重要事項を理解していきます。基本から応用まで、

入試に必要な関連知識なども身につけます。映像授業ですので、一度で理解できなかったところは何度でも見直すこ

とができます。また苦手分野においては、問題をただ解き直すだけでなく、前学年に戻って何回でも解説を聞いて理

解し直すことも可能です。 

 

【授業の流れ】 

①授業前に生徒に 1 台タブレットをご用意します。 

②進捗チェックシートを確認し授業開始となります。 

③映像授業で精鋭講師の要点解説を視聴します。 

（※わからない時は繰り返し見直すことが可能です。） 

④講師による理解度チェックで質問に答えられない時は、再度映像を見直しま

す。 

⑤練習問題をした後に、解答・解説を聞いて間違いを正し、理解を深めます。 

⑥単元終了後には、小テストで理解度の確認をします。 

 

【受講生の声】 

・映像授業は、自分のペースでどんどん進めて学校の復習ができる。 

・途中で止めるたり、何度も繰り返し見ることができるので、自分の理解するスピードに合わせることができる。 

・他の音が聞こえないので、ものすごく集中できる。 

 補習で弱点と苦手を補強、定期テスト対策勉強会で万全の準備を                                   

 確認テストや単元テストの結果や授業内での理解が不十分（わからない、できていない）であるとき、別日設定する

補習日に見直しを行うことがあります。再テストや類似問題に取り組み、弱点を補強し、苦手をなくすように努めま

す。わからないまま放っておかないことが大切です。 

また、定期テスト対策勉強会を設けますので、テストへ向けて課題を明確に持って臨みましょう。勉強会は 5 教科対

応します。わからないところは講師にどんどん質問して万全の状態でテストに向かいましょう。 

【学習の心得】 

 ①「これはわかった」「これを覚えた」ということが必ずあるように、授業に積極的に臨む姿勢を持ちましょう。帰宅し

たら頭に何も残っていなかったというようなことでは、授業を受けても効果はありません。 

 ②授業を大切にしないことには成績が伸びるはずがありません。講師の話をしっかり聞く、集中して問題を解くなど

心がけましょう。 

 ③授業で学んだ知識や技能をしっかりと身につけるために必ず宿題をしましょう。反復練習をすることで記憶は定

着されます。繰り返しを厭わないことが大切です。 

 ④小テストや単元テストは自身の理解度を図るものになります。授業の受け方が点数に反映しやすいテストです。し

っかり点を取ることはもちろんですが、テストの結果をもとに苦手や弱点に気づき、なくす努力をしましょう。 

 ⑤塾の宿題も学校の宿題もバランスよくできるようになると力は自然とついていきます。また、「自分なりの勉強」

課題や時間を作ることを心がけましょう。そうすることで、定期テストなどでも掲げた目標に到達できると考えま

す。 


